
　　　　令和７年度東京都立光丘高等学校　学校経営計画

・生徒の主体的な学習に繋がる授
業方法や予習・復習について全教
員で検証実施。
・教科内及び教科を越えて他教員
の教材研究や指導方法等を参考に
する観点から、相互の授業参観を
促進。年間３回以上の授業を相互
参観し、授業参観シートに記録。
・一人１台端末を活用した探究的
な学びを強化。
・教育データを利活用し、授業の
適正さや定期考査の適正さについ
て検討するとともに各生徒の弱点
等を確認し助言。
・観点別学習状況評価の在り方を
検討・検証し、各教科が到達目標
を明確にして、学力向上を推進。
・スキルアップ推進事業「職場
体験」を通し、生徒のコミュニ
ケーションスキルを伸長。
・実用英語技能検定及び日本漢
字能力検定等の検定指導を促進さ
せ、生徒の学習意欲を活性化。
・協働的な学びの以前に、習得・
活用・探究の流れを確認。

・外部機関と連携した各
種講習会を開催するとと
もに、総合型選抜等に対
する進路指導を強化。
・模擬試験等の結果を活
用して、生徒全体の学習
理解度を分析し、授業に
反映。
・進路指導部が主導して
進路企画を立案し、学年
間の連携を重視して、系
統的な進路指導を構築。
・進路希望に応じた、長
期休業期間中の講習会等
を計画・実施。
・就職指導や公務員試験
対策、看護・保育・福祉
系の進路指導にも幅広く
柔軟に応じ、生徒の進路
実現を支援。
・多様な進路希望に応じ
ることができるよう教員
向けの校内研修を企画・
運営。

３
　
今
年
度
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組
目
標
と
方
策

（

１
）

教
育
目
標
と
方
策

・学校経営計画、分掌目
標、職層に沿った明確で具
体的な目標を策定し、その
達成に向けて教員間で連携
するため、達成時期、数値
目標等を自己申告書に明記
し、達成に向けて計画的に
取り組む。
・新たな課題、解決方法を
積極的に発見し、解決案を
提示する。
・校内研修、企画調整会
議、職員会議等による教育
課題の共有化。
・ライフワークバランスの
取組の推進。
・産業医、安全衛生委員会
の活用。

・中期的な視点に立脚した
自律経営推進予算の編成と
効率的な執行。
・学校における働き方改革
プランに基づき、ライフ
ワークバランスの実効性を
向上させるため、計画的な
仕事の進め方により業務の
効率化を図る。
・副校長と連携し、遅滞な
く計画的に業務を推進。ま
た、校内施設・設備の安全
点検と増改修推進のための
支援センター、高等学校教
育課との折衝を随時実施。
・教員と経営企画室との連
携、意思疎通を進め、双方
にとって効率的な業務改善
を行う。

・施設・設備の安全確
認・点検等を定期的に
行うとともに、改修や
改善を要する施設・設
備については増改修要
望を利用して学校経営
支援センター等と連携
して教育環境の維持改
善及び向上を図る。
・複数年度にわたる中
期的計画の作成。
・感染症予防対策のた
めの施設設備の改善充
実及び衛生管理用品の
十分な確保。
・生徒や教職員の実態
に即した学校危機管理
計画の更新。

（

２
）

重
点
目
標
と
方
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・基幹会議での議論の活性化
による学校経営の一層の充
実・改善。
・体罰や個人情報漏洩等の服
務事故の防止。
・コンプライアンスの向上と
校務分掌間で業務を横断的に
連携して遂行。
・若手教員等の人材育成に際
し、主幹教諭、主任教諭等は
自己申告書に人材育成に関わ
る目標を明記。
・業務の見直しと業務効率化
による業務の偏りを解消。
・生徒の実態を鑑みた教育課
程の点検と見直しを各教科で
進め、生徒の視点に立った編
成を検討。
・合理的かつ効果的・効率的
な視点を重視した生徒による
授業評価の実施。
・校内ＤＸの推進に向けた校
内研修等に積極的に参加し、
知識・技能の向上を促進。

・経営企画室職員は、経営
企画室長の管理の下、職務
に精通するとともに学校運
営に対し、積極的に提案。
・付加価値の高い業務を推
進するため、効果的な教育
活動、生徒の安全管理につ
いて、優先順位を明確的に
して予算を計画。
・効率的で有効な予算活用
を心掛け、適正かつ迅速な
予算執行を行う。
・進行管理を適切に行うと
ともに、報告、連絡、相談
の徹底を図り、責任と意欲
のある業務を遂行する。
・企画型・経営参画型の運
営に努め、専門性に応じた
業務を遂行。
・地域からの信頼が得られ
るように「受容・傾聴・共
感」の態度で誠実に丁寧に
接遇。

・校舎の老朽化を踏ま
え、生徒の健康と安全
を確保するために都教
育委員会への働き掛け
を継続。
・TEPROとの連携を
円滑に進め、施設修繕
の迅速化を図る。
・デジタル等成長分野
を支える人材育成の充
実を図るために必要な
取組を実施するに当た
り、必要となる機器を
購入。
・校内で落ち着いて自
習できる学習スペース
を確保する等、生徒の
学習環境を整備。
・日常的に実験及び実
習で使用する器具の安
全点検を励行。

（

３
）

数
値
目
標

・教員一人ひとりの授業力を高
めるため、「生徒が主体的に活
動する場面を取り入れた授業」
の展開。
・学習到達目標の明示。
・授業毎、もしくは単元ごとに
生徒の関心を引き出す「問い」
をたてること。
・授業改善に関する情報を共有
する研修会を計画的に実施。
・個別最適な学びと協働的な学
びの一体的な充実を図るための
教科会の実施。
・英語４技能習得のための実践
的指導。
・スキルアップ推進校事業をと
おし、生徒のグローバルスキル
やデジタルスキルの伸長を促
進。

（ア）教育職員 （イ）行政職員 ◆卒業までに「何ができるよう
になるのか」を見通した学習指
導。
・学習や進路に関する教員の期
待の表明
・生徒の深い学びと学力の定着
を図る授業計画の作成。
・個別最適な学びと協働的な学
びの一体的な充実。
・アクティブラーニング型授業
の利用促進。自学自習の支援。
・教員相互の授業研究の実施

◆広い視野と挑戦心の育
成を図る。
・将来の進路決定のため
に深い学びと幅広い教養
を身に付けさせる指導。
・ 進路、学年、教科等の
連携を深め、組織的で系
統的な進路指導体制を構
築。

◆生徒の進路実現に向けた
学習指導を展開し、良好な
コミュニケーション、教員
の協働、同僚性の高い組織
環境のもと、一丸となって
学校経営上の課題解決に取
り組む。
自己研鑚に励むとともに、
人材育成を目指した OJT
活動を推進する。ハラスメ
ントや服務事故のない職場
を維持する。

・早期の発達段階から進
路意識を高める工夫を図
り、自己実現に向けた目
標を持たせる。外部講師
による生徒向け進路講演
会を実施し、面談や出願
校指導に活用。
・自らの適性を知り、進
路に見通しを持ち、それ
に沿った学びを構築。
・義務教育学校からの
キャリア・パスポートを
引き継ぎ、生徒自らが将
来像を描けるよう進路行
事を計画し、主体性の涵
養を図る。
・ポートフォリオを利用
した振り返りによる意識
の向上。

ア　組織
イ　施設・設備

ア　学習指導 イ　進路指導

２
　
中
期
的
目
標
と
方
策

（１）  学校経営 （2）学習指導・進路指導

◆適正な予算編成と執行な
どの財務管理及び安全な教
育環境の維持・管理を徹底
するとともに、学校経営を
支える企画提案に取り組
む。また、ハラスメントや
服務事故のない職場を維持
する。
行政職員の学校運営への参
画意識の向上。

◆施設・設備を安全に
維持・管理するととも
に、その充実・改善を
図って教育効果の一層
の向上を図る。特に校
舎老朽化に伴う、腐食
箇所や破損箇所の迅速
な把握と修繕は必須。

スクール・ミッ
ション

「信愛・気魄・創造」を教育目標とし、個に応じたきめ細かな学習を重視することで、言語能力、問題発
見・解決能力、情報活用能力等を伸長し、豊かな人間性や責任をもって成し遂げる気概と忍耐力、常に新し
いものを創造する生徒を育成します。

アドミッション・
ポリシー

１　人の話を聴き、共感する心をもちつつ、自分の意見をもち、自分の言葉で表現できる生徒
２　仲間を大切にし、学び合い、育ち合うことにより、自らを高めようとする生徒
３　地道な努力を続ける忍耐力をもち、その自信に裏打ちされた自己肯定感をもつ生徒

1

生徒に身につけさ
せる力（１）

（１）学習スキル…物事を計画する力、情報活用能力、ノートテイキング等
（２）自己研鑽…教養、資格・検定、健康な体づくり
（３）学力…読解力、論理的思考力、思考判断表現力、自ら学ぶ力
（４）課題解決力…チャレンジ精神、自分で考えて創造する力、自立する力、創造力、継続力、決断力

（数値目標1）

・進路決定率 94% （前年度 91.8％）

・私立大学（日東駒専）合格者数 8名 （前年度 6名）

・大学・短大実進学者数の割合 50％ （前年度 40.2％）

・大学・短大合格延べ人数 90名 （前年度 74名）

・部活動加入率 70％ （前年度 60.0%）



　　　　令和７年度東京都立光丘高等学校　学校経営計画

・部活動への参加を奨
励し、文化活動や体育
活動をとおして、生涯
にわたり健康で文化的
な生活を送るための基
礎を培う。
・主体性のある生徒を
育成するための指導ス
キルを教員が身に付
け、特別活動及び授業
において実践。
・部活動の所属意識を
高める活動を企画し、
異校種の学校や地域社
会との連携を計画。
・定期的に義務教育学
校向けの部活動体験等
を企画・実施。

・地域行事への参
加や地域との交流
活動を推進し、積
極的に社会参加、
社会貢献しようと
する態度を育成。
・地域からの信頼
が得られるように
「受容・傾聴・共
感」の態度で誠実
に丁寧に接遇。
・地域社会と連携
した防災訓練を実
施し、大規模災害
時の行動規範を確
認。

・事故等の未然防止と
緊急時の適切かつ迅速
な対応の徹底。
・部活動顧問や関係教
員、スクールカウンセ
ラー等による面談等を
実施し、部員をサポー
ト。
・部活動の保護者会を
開催し、保護者からの
理解と支援体制を整
備。
・義務教育学校向けの
部活動の体験講座等を
企画・実施。
・合理的かつ効果的で
効率的な部活動の運営
を推進。
・部活動をとおして地
域の学校や他校との交
流活動を拡大。

・SDGsの観点か
ら地域の課題を発
見し、課題解決策
を提案。
・ＮＰＯ等の外部
機関と連携して日
本語指導が必要な
生徒を支援。
・光が丘地区祭へ
の参加。
・地域関係機関と
連携した防災訓練
を実施。
・所属意識を高め
る活動を企画し、
異校種の学校や地
域社会との連携を
計画。
・学校施設開放や
公開講座を利用し
地域との連携を図
る。

・学校ホームページの
充実及びX(Twitter)等
の活用により、学校行
事や部活動等の教育活
動の情報を発信し、生
徒の充実した学校生活
の様子を広報。
・学校行事に近隣の
方々や小中学生を招待
し、本校の教育活動と
生徒の様子を公開。
・学校ＰＲ動画を随時
更新するとともに、学
校見学会、学校説明
会、校外での進路説明
会等を教職員全員で企
画・運営・実施。
・学習塾や近隣中学校
への訪問を検討・実施
し、本校の特色化と魅
力化を図る。

・正しい生活習慣を醸
成させるため、生活指
導部を中心に教職員全
員で、身だしなみの乱
れや遅刻指導、スマホ
等の不適切な使用につ
いて、粘り強く指導。
・なぜ身だしなみの乱
れや遅刻がいけないの
か等を生徒に考えさせ
るように努め、生徒の
自己指導能力を醸成。
・視聴覚教材等により
SOSの出し方に関する
教育を推進。
・交通安全教室を通じ
て、自転車乗車時のヘ
ルメット着用を推進。
・主権者教育及び消費
者教育の充実。
・薬物乱用防止教育を
教科指導等と連動させ
て実施。

・ケース会議等におい
て生徒の変化に機敏に
気付き、情報を共有し
て、早期に対応。
・特別支援教育に関し
て教員全員が理解する
ための研修会を実施。
・外部機関と連携した
発達障害の理解、教員
のカウンセリング能力
の向上と教育相談体制
の充実。
・生徒主体にSNS学校
ルールを策定し、情報
活用能力の向上及びい
じめの未然防止。
・適切な運動習慣を確
立させ、睡眠、休息、
食事の摂り方等を見直
させ、生涯を通して、
健康で活力に満ちた生
活デザインを確立。

・生徒が主体となって
帰属意識が保てるよう
に、生徒による企画運
営を尊重し側面から組
織的に支援。
・修学旅行における平
和学習を実施。
・統合型学習支援シス
テムを活用し、学校行
事等を見直し。
・学習活動と特別活動
のバランスを考慮し、
生徒の主体性や自己肯
定感を醸成。
・体験、交流、探究が
できる特別活動を企画
し、社会人に向けての
人間性や社会性を育
成。
・ボランティアとして
の体験的な活動の機会
を生徒に促し実践。

◆教育活動の広報を通
して、地域社会や地域
の学校に本校の教育活
動への理解を深めても
らうとともに、より学
ぶ意欲の高い生徒の募
集を目指す。学校ＰＲ
動画を更新し、学校
ホームページを活用し
た広報活動を積極的に
展開。学習塾や近隣中
学校への訪問を検討。

 ◆社会人として公共
心、道徳心を涵養し、
規律･規範の育成や社会
貢献の意識と自己指導
能力を醸成する。
 ・ 基本的生活習慣の
確立、時間管理の意識
向上を図る。
・授業、部活動、ホ ー
ムルーム活動等をとお
してコミュニケーショ
ン能力を育成。

 ◆心と体の健康を守
り、安心して学校生活
が送られる環境整備。
教育相談、生徒支援体
制の一層の強化を図る
とともに、生涯にわた
る健康維持、増進に必
要な基礎知識を育成。

◆学校行事を通して、
情操を豊かにするとと
もに、健全な帰属意識
を醸成。また、ホーム
ルーム活動等をとおし
て、お互いに高め合う
集団を育成。

◆部活動への積極的な
参加を奨励し、心身の
健康を増進し、文化教
養を高める。地域に貢
献する活動をとおして
社会性の涵養を図る。

・学校ＰＲ動画を常時
更新するとともに、学
校見学会、学校説明
会、校外での進路説明
会等を教職員全員で企
画・運営・実施。
・♯だから都立高（PR
サイト）の新規コンテ
ンツを企画・制作。
・学校ホームページを
随時更新し、生徒の充
実した学校生活の様子
を発信。
・学校行事に近隣の
方々や小中学生を招待
し、本校の教育活動と
生徒の様子を公開。

・チャイム着席を励行
し、授業に集中する環
境や意識を向上。
・身に付けるべき社会
性を育成。
・時間の順守（遅刻防
止）、身だしなみ、挨
拶の励行を指導の重点
に据え、生活指導部と
学年が連携して指導。
・組織的な清掃と美化
活動の指導を徹底。
・生活指導を推進する
中で、自己指導能力の
醸成を図り、基本的生
活習慣を確立。
・視聴覚教材等により
SOSの出し方に関する
教育を推進。

・定期的に特別支援委員会
を開催し、潜在的に課題を
抱える生徒への支援体制を
構築。
・食育リーダーを中心とし
た食育の推進。
・ ＳＣ、特別支援教育
コーディネーター等を中心
とした研修会の開催。
・生徒主導でSNS学校
ルールを改訂するととも
に、いじめを未然に防止す
るため、あらゆる教育活動
の中で多様性と共通性に触
れ、人権尊重の理念のも
と、思いやりの心を醸成。
・心身の不調等、生徒の変
化に機敏に気づき、学年団
や管理職と情報を共有し
て、早期に対応。

・体験、交流、探究が
できる特別活動を企画
し、社会人に向けての
人間性や社会性を育
成。
・生徒が主体となって
帰属意識が保てるよう
に、生徒による企画運
営を側面から組織的に
支援。
・文化、芸術に親しむ
行事、防災に係る活動
に親しむ行事、体育活
動に親しむ行事、読書
活動に親しむ行事、主
権者意識を高める学校
行事の実施。

（６）広報活動

ア　健全育成 イ　心身の健康 ア　行事等 イ　部活動 ◆保護者・地域と
の絆を深めること
による応援者の獲
得。地域に認めら
れる学校となるた
めに、規律・規範
意識の育成、挨拶
指導等を推進する
とともに地域との
連携を促進。
・学校施設開放や
公開講座を利用し
地域との連携を図
る。

（５）地域貢献（3）生徒の健全育成と心身の健康 （４）特別活動

カリキュラム・ポリ
シー

①学習スキル、②自己研鑽、③学力、④課題解決力、⑤コミュニケーション能力、⑥規範意識、⑦人
格を本校において育成すべき資質・能力とし、これらの資質・能力を育成するために教育課程を編
成・実施し、学習評価を行う。

グラデュエーション・
ポリシー いつも感謝を忘れず、自他を尊重し、共に社会を支えることにやりがいをもてる人間

（５）コミュニケーション能力…人の話を聞いて理解する、社会性、人の気持ちを思いやる、相手を尊重する、
　　　自分の意見を相手に伝える、協調性、言葉遣い
（６）規範意識…基本的な生活習慣、自らを律する力、規則を守る、時間を守る
（７）人格…忍耐力、義理・人情、誠実さ、自己肯定感

生徒に身につけさせる
力（２）

（数値目標2）

・入選中進対倍率 1.10倍 （前年度 0.62倍）

・入選推薦応募倍率 2.0倍 （前年度 1.54倍）

・入選一次（前期）応募倍率 1.15倍 （前年度 0.75倍）


